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研究分野：素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理 
科研費の分科・細目： 
キーワード：シミュレーション、加速器、素粒子実験、素粒子理論 
 
１．研究計画の概要 
 
（１）LHC 実験の中心的な課題の一つであ
る、ヒッグス粒子の探索において、バックグ
ランドとなる２光子生成を伴うジェット生
成反応について、その散乱断面積を高次補正
を含めて精密な計算を行う。 
（２）上記計算について、実行するプログラ
ムを公開し、LHC 実験研究者に使用しても
らい、実験の解析に貢献する、 
（３）さらに、軽いヒッグス粒子の存在を予
言する超対称性模型について、高次補正を含
む精密な計算を行い、超対称性粒子生成の詳
細を明かにする。 
 
２．研究の進捗状況 
 
（１）２光子を含むジェット生成の高次補正
の計算プログラムを作成した。また、計算を
実験結果の比較するのに不可欠な、パートン
シャワー・プログラムや、軟グルーオン生成
過程を正確にまた安定に計算するための方
法を開発した。2 光子に加えて、重いボソン
（W ボソン、Z ボソン）の生成についても、
プログラムを作成した。 
（２）これらのプログラムの 1 部は、すでに
GR@PPA2.8 として公開している。 
（３）超対称性模型に基づく精密計算は、超
対称性粒子の崩壊幅の精密計算を系統的に
おこない、国際学会や論文で発表している。 
 
３．現在までの達成度 
 
当初の計画よりも、やや遅れている。 
（理由） 
２光子（または W,Z ボソン）を含むジェット

生成過程の精密な計算について、一部はすで
にプログラムを公開している。しかし、高次
補正を含む計算については、公開が遅れてい
る。理由は、計算結果のチェックが完全には
終わっていないことと、事故による LHC 実
験開始の遅れにより、より少ないデータで結
果のでる、超対称性粒子探索の研究を優先的
に行ったことによる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
早急に、高次補正を含むプログラムのチェッ
クを終了させ、プログラムを公開する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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